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Fig.1 に、いくつかの架橋剤濃度の乾
燥 NIPA/SA ゲルの SAXS プロファイル
を示す。低架橋剤濃度で観測される明瞭
な SAXS ピークが、白濁架橋濃度（湿潤
時 1.5％）前後で、形・強度伴に大きく
変化する事が明らかとなった。BIS 濃度
の増加に伴いピーク位置が低角側にシフ
トし、クラスターの直径が増加する事が
示唆される。また、積分強度は BIS 濃度
の増加に伴い(特に白濁架橋濃度付近で
著しく)減少する。この結果は、SAXS で
観測される大きさのクラスターの数が減
少、または、散乱のコントラストが小さ
くなっていることを示唆している。しか
し、SAXS ピークの半値幅は大きくは変
化していないことから、それぞれのミク
ロ相分離構造の相関長の分布は変わらな
いと考えられる。 
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Fig.1 The SAXS profiles of 
dehydrated NIPA/SA gel with several 
cross-linker (BIS) concentrations, 
which becomes opaque at 1.5 wt% in 
the wet state. 
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